
場と空間のちからで、健康や We l l - b e i n g を支援する
エビデンスをつくり、社会を変革するデザインラボ

千葉大学予防医学センター
健康都市・空間デザインラボ（花里研究室）

人と場や空間を研究し
エビデンスをつくる

エビデンスをもとに
場や空間をデザインする

２つのアプローチで
社会に貢献

３つの領域から、
健康・ウェルビーイングへ

健康・ウェルビーイング
Health and well-being

肥満・うつ
認知症・死亡

外出頻度・交流行動

自然環境
Natural Environment

緑地・植生
川・湖・海
傾斜・気候風土

建造環境
Built Environment

街路・歩道
施設アクセシビリティ
公共交通・土地利用

建築
Architectural Design

空間の要素や構成
移動空間・交流空間
プログラムとの連携

国立大学法人千葉大学予防医学センター　健康都市・空間デザインラボ
千葉県千葉市稲毛区弥生町 1-33
千葉大学工学系総合研究棟 1-504-1 号室　　043-290-3877

共同・受託研究先（過去含む）

メンバー ラボ代表 花里真道
千葉県生まれ。2002 年千葉大学工学部デザイン工学科、同大学大学院工学
研究科修士課程、後に博士課程修了。株式会社栗生総合計画事務所、個人
事業を経て、千葉大学予防医学センター研究員。2013 年より同センター准
教授。千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート兼務。
建築・都市デザインと健康・予防医学に関する研究・教育を実践。

墨田区、柏市、松戸市、竹中工務店、イオン、イオンモール、野村不動産、日建ハウジングシステム、エア・
ウォーター、田辺三菱製薬、医療法人社団中郷会、ジャパンヘルスケア、ミライノラボ、三井不動産、
ヤマハ発動機、UR都市機構、イオンタウン、パナソニック、積水ハウス、クマヒラ、京葉銀行

大型競争的研究課題

研究相談・進学相談は
ホームページよりお気軽に

JST-OPERA  ゼ ロ 次 予 防 戦 略 に よ る Well Active 
Community のデザイン・評価技術の創出と社会実装
竹中工務店健康まちづくり寄付研究部門
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HEALTHY
PLACES
Design Lab.

https://hpd.cpms.chiba-u.jp/ 


